
 

 

 

 

山整振ＨＰの新着情報より、自動車整備の事業規制についての見直し【令和７年

７月９日付】でご案内したプレスリリース『【見直し内容】７. スキャンツール等に

よる点検可能範囲の拡大』及び官報公示（別紙１）がありましたので、お知らせ致

します。 

また、本改正における対象車両等の見極めフロー（別紙２※）を参考資料として

ご活用下さいますようお願いいたします。 

 

 

 

－国土交通省プレスリリース－ 

 

■これからも自動車を安心・安全に使用できる社会に向けて 

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha09_hh_000341.html 

 

 

別紙１：官報写し（国土交通省告示第５１５号） 

自動車の点検及び整備に関する手引の一部を改正する告示 

公布日：令和 7 年 7 月 8 日 

施行日：令和 7 年 10 月 8 日 

 

別紙２：対象車両等の見極めフロー 

※本資料については、国土交通省、日本自動車工業会に協力いただき当

会で作成したものとなります。 

以上 

自動車の点検及び整備に関する手引の一部を改正する告示に伴う 

対象車両等の見極めフローについて 











■「ブレーキ・ペダルを踏み込んだときの床板とのすき間」
のOBDによる点検の対象車両の見極め方法

ペダル操作量の異常を検知をするストロークセンサ等が搭載されている

※ただし、警告灯の点灯機能が無いストロークセンサーが装備されている車両
については従来の点検方法で実施すること

（例）フォレスタ（SKE）インプレッサ・XV（GPE、GTE）等

OBDによる点検で代替
することも可能

はい いいえ

※ブレーキ・ペダルの操作量の異常を検知するセンサー（ストロークセンサ等）
が付いている車両が対象となる。

従来の点検方法で実施

■「倍力装置の機能」のOBDによる点検の対象車両の見極め方法

OBDによる点検方法で実施 従来の点検方法で実施

いいえはい

※ブレーキの踏力を電動式（モータやポンプ）で倍力しているブレーキ装置が
ついている車両が対象となる。

（注）ブレーキ・ペダルの「遊び」については、OBDで代替はできないので従来通りの点検方法で実施すること

（電動式が搭載） （電動式以外が搭載）

電動倍力式が搭載されている

（負圧式倍力装置の一部であるマスターバックが無い）

・異常検知をするストロークセンサ等の搭載有無は、メーカー整備マニュアル（FAINES等）
で確認することが可能。

・電動倍力式の搭載有無は、マスターバック（負圧式倍力装置の一部）
の有無、またはメーカー整備マニュアル（FAINES等）で確認することが可能。

OBD機能を活用した点検の対象車両見極めフロー
（輸入車を除く） 別紙２



OBDによる点検で代替することも可能

はい

いいえ

次のいずれかに該当するか？（確認手法は下表参照）

１）車両諸元表内の「排出ガス重量の試験モード」欄に
「JC08C」又は「JC08H」の記載はあるか？（下表①）

２）特定DTC照会アプリの確認モードでの結果詳細ページの排ガス欄に
「J-OBDⅡ」と表示されているか？（下表②）

３）車検証の二次元コードの読取りで「保安基準適用年月日」
「H22年9月」以降であるか？（下表③）

■「二次空気供給装置の機能」及び「排気ガス再循環装置の機能」のOBDに
         よる点検の対象車両の見極め方法〔J-OBDⅡ又はWLTP-OBD車両が対象〕

従来の点検方法で実施

車検証の自動車排ガス規制の「識別記号」の１桁目が数字か？
又は車検証の備考欄に「OBD検査対象」の記載があるか？

いいえ

はい

＜J-OBDⅡ規制車＞～車両総重量3.5ｔ以下のガソリン・LPG車～
新型車：平成20年10月以降、 継続生産車、輸入車：平成22年9月以降

＜WLTP-OBD規制車＞～車両総重量3.5ｔ以下のガソリン・LPG・ディーゼル車～
新型車：平成30年10月以降、 継続生産車、輸入車：令和3年1月以降

＜ディーゼル重量車J-OBDⅡ規制車＞～車両総重量3.5ｔ超のディーゼル車～
新型車：令和2年10月以降※２、継続生産車、輸入車：令和3年9月以降 ※２

※２：車体の形状または車両総重量により適用時期が異なるが、適用のもっとも遅い時期を記載

確認手法 必要なツール 具体的な見分け方法

①
車両諸元表
での確認
(右記の何れか)

メーカー整備
マニュアル、
FAINES、
カタログ 等

諸元表内の「排出ガス重量の試験モード」欄の
「試験モード」に「JC08C or JC08H」モード
と記載がある

特定DTC
照会アプリ
(確認モード)

確認モードでの検査要否判定後に
諸元表を確認し、上記同様の内容を確認

➁
特定DTC照会
アプリの詳細
結果での確認

特定DTC
照会アプリ
(確認モード)

確認モードの結果詳細ページの排ガス欄に
「J-OBDⅡ」と表示されている

③
車検証の二次元
コードでの確認

二次元コード
車検証の二次元コードを読み取り、
「保安基準適用年月日」が
「H22年9月」以降であるか

【車両総重量3.5ｔ以下のガソリン・LPG・ディーゼル車の場合】

諸元表



OBDによる点検で代替することも可能

はい

いいえ

次のいずれかに該当するか？（確認手法は下表参照）

１）特定DTC照会アプリの確認モードでの結果詳細ページの排ガス欄に
「ディーゼル重量車 J-OBD」と表示されているか？（下表①）

※OBD検査対象外かつJ-OBDⅡ非採用車の場合は、確認モードが正常に実行できません

２）車検証の二次元コードの読取りで「保安基準適用年月日」
J-OBDⅡ採用年月以降であるか？（下表②）

従来の点検方法で実施

車検証の備考欄に「OBD検査対象」の記載があるか？

いいえ

はい

＜J-OBDⅡ規制車＞～車両総重量3.5ｔ以下のガソリン・LPG車～
新型車：平成20年10月以降、 継続生産車、輸入車：平成22年9月以降

＜WLTP-OBD規制車＞～車両総重量3.5ｔ以下のガソリン・LPG・ディーゼル車～
新型車：平成30年10月以降、 継続生産車、輸入車：令和3年1月以降

＜ディーゼル重量車J-OBDⅡ規制車＞～車両総重量3.5ｔ超のディーゼル車～
新型車：令和2年10月以降※２、継続生産車、輸入車：令和3年9月以降 ※２

※２：車体の形状または車両総重量により適用時期が異なるが、適用のもっとも遅い時期を記載

確認手法 必要なツール 具体的な見分け方法

①
特定DTC照会
アプリの詳細
結果での確認

特定DTC
照会アプリ
(確認モード)

確認モードの結果詳細ページの排ガス欄に
「ディーゼル重量車J-OBD」と表示されている

➁
車検証の二次元
コードでの確認

二次元コード

二次元コードを読取り「保安基準適用年月日」が下記の年月以降である

・車両総重量 7.5t超（けん引自動車を除く）
⇒ R元年9月以降

・車両総重量 7.5t超のけん引自動車
⇒ R2年9月以降

・車両総重量 3.5t超 7.5以下
⇒ R3年9月以降

【車両総重量3.5超のディーゼル車の場合】

■「二次空気供給装置の機能」及び「排気ガス再循環装置の機能」のOBDに
         よる点検の対象車両の見極め方法〔J-OBDⅡ又はWLTP-OBD車両が対象〕


